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Abstraet

Tbe purposes of this study were 1) to血d scales of causal attribution and

academic motivation and to compare with each scales between China and Japan,

2) to examine the validity of causal attribution model about academic achievement.

This model assumes the causal processes as follows : (1)causal attribution (i.e. in･

dividual differences of causal attribution made in academic achievement-related

situation) influences tendency of academic motivation of each child, (2) the tend･

ency of academic motivation contributes to his (her) level of academic acbieve･

ment in school work.

The main丘ndings were as follows :

1･ A questionaire designed to measure causal attribution was developed and ad-

2.

ministered to 227 students (male 119, female 108) in China and 279 students

(male 142, female 137) in Japan. Ten factors in China and-nine factors in

Japan were found by using Factor Analysis･ These factors tFere named by

success or failure and causal attribution such as ability and effort and so on.

About academic achievement motivatiomI We examined the Sbimoyama,s ques･

tionaire of meastlring academic achievement motivation by testing Chinese

students and Japanese students･ We also found
eight factors in China, nine

factors in Japan, and the factors'names were almost the same as Sbimoyama,s

result･ Because of the di鮎rent educational situation in China and Japan,

some factors were the same name, but they contained diぽerent items. Some
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factors contained same items, but they bad diぽerent factor's name. In Sbimo･

yama's research as a result of Cluster Analysis,･ tvo clusters were shown :

one is 'as
representative of positive ■tendency of motivation (P tendency) and

other one is as represeqtative of negative or suppressive tendency of motiva-

tion (N tendency). In our research, as a result of Fuzzy-Analysis, same two

tendencies werealso shown.

3. The relation betveen the causal attribution and academic achievement motiva･

tion were studied by Fuzzy Analysis. As a result of the study, there were

two types. One contained P tendency in academic achievement motivation,

success-related causal attribution, and another con,tained N tendency, failure-

related causal attribution in both China and Japan.

4. The model of causal attribution examined by regression analysis of causal

patbs vas con丘rmed∴ It was found that causal attribution style in且uenced

degree of positive motivation and the academic acbievemet in school was re･

1ated positively with positive motivation. The path-relation among causal

attribution and negative motivation and academi? achievement were not con･

丘rmed.

1. 問 題

学業達成場面において,例えばテストの成績がよかった原因を努力のせいにするか,鰭

力のせいにするか,あるいは問題がやさしいせいにするかといったような原因帰属の仕方

は学業達成においてきわめて重要な意味を持つ.また学習意欲も学業達成において重要な

要田である｡そこで,本研究でほ原田帰属と学習意欲を取り上げて,その構造と相互関係

を明らかにするとともにそれに基づき,中国と日本の比較を行う｡

1. 1原因帰属について

人間には成功したことや央放したこと,あるいほ重大な出来事などに関して,その原因

を明らかにしようとする傾向がある｡このような傾向に関して, Rotter(1966)は統制の位

置という概念を提唱し,内的統制-外的統制という一次元で原因帰属理論を分析した｡ま

た Weiner (1979)は帰属困を分析する際,内的-外的次元だけでほ充分でほないと指摘

し,統御の位置の次元に安定性(安定性,不安定的)の次元を加えた原因帰属理論を唱え

た.さらにWeiner (1979)ほ援助行動を導く手がかり,としての感情反応に,統制の位置,

安定性の2次元のほかに統制の可能性の次元を提唱した.以上の3次元を基にし七原因帰

属理論直っい七の様々な研究が行われてきた｡また最近Weiner (1986)紘,学業達成場

面の成功,'失敗の主要な原因として,適性(aptitude) 〔内的,安定〕,一時的発揮(tempo･

rary.exertion)'〔内的,不安定〕,客観的な課題の特徴､(objective
task characteristic)

〔外的,
･安定〕,め(..りあわせ(chance)

〔外的,不安定〕の要因をあげているo,

学業達成場面において,児童･生徒の意欲,行動,感情,あるいほ学業成績に影響を与

える重要な要因として,成功や失敗に対する原因帰属の仕方があげられる.速水･長谷川
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(1979)は学業成績の原因帰属過程を能力,努力,運,教師という四つの帰属困を用いそ検

討した｡.その結果,数学,国語,英語でほ努力が特に重視されているのに対して∴音楽,

体育,美術のような科目でほ,能力が相対的に重視されていたと報告している｡､また樋

口･鎌原･大塚(1983)は能力,努力,課題の困難さ,運のほかに体調･気分を加えて学

業達成場面での原因帰属様式を調べた｡その結果,原田帰属様式は学業達成場面における

統制感に影響を与え,その統制感の程度が学業達成に関連する行動俸向に影響を与え,さ

らにその行動傾向が学業成績軒と寄与するというモデルを提唱し,正事態を能力や努力に帰

属する懐向と統制感との間に正の関係,また負事態を能力に帰属する傾向と統御感との間

に負の関係があることを明らかにした.またD由eck (1975)は実験的方法を用いて学業達

成場面における原田帰属の重要性を示した｡即ち彼ほ顛気力に落ち込んでいる子供に対し

て,時々意図的に失敗させて,その原因を努力に帰属させるよう働きかけるという再帰属

療法を行った結果,単に成功経験のみを与えた場合に比べ,課題に対する取り組みや粘り

強さという面での改善が大きく,遂行成済もより向上することを示した｡これらの結果か

ら,実際の教育場面において,児童･生徒の学習意欲や学業成績の向上を目的とした教育

的働きかけを考える際,樋口ら(1986)も指摘するように,原因帰属に焦点を合わせた介

入が有望であることが示唆される｡

従来,原田帰属の尺度の作成に関しては,調査者の方でいくつかの課題場面を設定し

て,帰属困が当てはまるか当てはまらないか等を細く形で調査用紙が作られている(逮
水･長谷川, 1979 ;金子, 1982;樋口･鎌倉･大塚, 1983)｡この方法では調査者の考えた

帰属困の内容や重要性が学習者の考えているものと必ずしも一致しないという問題があげ

られる｡.そこで,本研究では学習者に対する自由記述式による帰属困の調査(清, 1989)

に基づいて,原田帰属検査用紙を作成することにする｡

本研究の対象は,中国と日本の児童･生徒･学生である｡従来,原田帰属に関する多く

の比較文化的研究(Triandis, 1972 ; Betancourtら, 1982 ; Bar一丁alら, 1984 ; Louvら,

1986)がなされてきているが,一般にTriandis(1972)･のいうように,成功･失敗の原因

帰属は文化により差異がある｡例えば,アメリカの被験老にとっては能力･努力が成功･

失敗の主な帰属困であるのに対して,インド人にとっ七ほ｢こつ+I (tact)が成功の主な療

属国である｡しかし, Betancourtら(1982)によれば文化の違いにより成功･央敗の具体

的な帰属困は異なるかも知れないけれども,帰属困の基本的な成分,つまり,帰属困の

三次元(統制の位置,安定性,統制性)という観点では同じである｡今の例でいえばナメリ

カ人の能力とインド人の｢こつ+ほ統制の位置という観点七はいずれも個人の内的なもむ

であり,統制性の次元においても同じである.

中国も日本もアジアの国であり,儒教の思想の影響が強い｡従って,ものの見方などに

おいて共通点が多い｡しかし,民族も異なり,国の実情も異なるので,原田痛属の仕方で

違うところも多いと思われるoそこで,本研究でほ,l帰属因の尺度の作成と同時紅,中国

と日本め比較も行うことにする｡

1. 2 学習意欲にウいて

学習意欲に-3いてほ認知的動機づけの理論,達成動榛づけの理論,有能感理論, ･原因帰
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属理論,自己原因の理論等いろいろな側面からの研究が盛んに行われてきている｡しか

し,下山(1985)がいうように,学習意欲の完全の理論体系ほまだできあがっておらず,

包括的な学習意欲の理論に発展させることが今後の大きな課題である0

学習意欲の概念について,下山ら(1982)紘, ｢学習意欲とは,種々の動壊の中から学

習への動機を選択して,これを目標とする能動的意志活動を起こさせるもの+という定義

をし,この定義から学習意欲検査用紙を作成している｡下山らほ,小学校3, 4, 5, 6年

生と中学校1, 2, 3年生を対象とした調査の結果,学習意欲用紙について8田子(自主

的学習態度,達成志向,責任感,従順性,自己評価,失敗回避傾向,持続性の欠如,学習

価値観の欠如)を抽出した｡そしてこの8田子についてクラスター分析を行い,次の二つ

のクラスターを得た｡

向)を表すクラスター

行動を抑制する負傾向

如･学習価値観の欠如)

それほ学習意欲に於ける達成行動を促進する正懐向(Positive 憤

(自主的学習態度･達成志向･責任感･従順性･自己評価)と達成

(Negative傾向)を表すクラスター(失敗回避傾向･持続性の欠

である｡

このような下山らの学習意欲検査による学習意欲の構造は中国においても適用できるの

であろうか｡そこで,本研究では下山らの学習意欲検査を中国語に翻訳した検査を作成

し,中国での学習意欲の田子構造を明らかにするとともに,日本との比較も行うことにす

る｡

1. 3 帰属困と学習意欲と学業成績の関係について

原因帰属の仕方と学習意欲の関係について,これまで多くの研究が行われてきている

(Dweck, 1975;樋口･鎌倉･大塚, 1983;下山, 1985)｡前に述べたように, Dweckは

再帰属療法によって,学習意欲を引き出す実験を行った｡彼ほ,被験老を｢成功経験をで

きるだけもたせ,自信をつけさせる群+ (成功経験群)と｢原因帰属の仕方を努力の不足

-変えさせる群+ (原田帰属群)に分けた｡その結果,成功経験群の子供は失敗経験をす

ると,以前のように力を発揮できなくなる僚向があったのに対して,原因帰属群の子供は

失敗経験をしても,急に問題が解けなくなっで成績の下がるものが少なくなった｡また下

山(1985)ほ学習意欲の高い低いによって,成功と畢放の場合の原因帰属の仕方がどの様に
違うかについて研究をしたoその結果,一般的にいえば,成功の場面の原因を,意欲の強

い人ほ能力,努力の内的な要田に,意欲の弱い人ほ課題の困難度(易しいから)や運(運

がよかったから)に帰属させやすかった｡失敗に対してほ,意欲の強い人は努力(努力が

足りなかったから)に,弱い人は能力(能力がないから)に帰属させやすかったo このよ

うに学習意欲と原因帰属との関係は相互的であり,学習意欲が原因帰属の仕方に影響を与

えるに対して,原因帰属の仕方も学習意欲に影響を及ぼす｡

学習意欲と学業成績との関係,また原因帰属と学業成績との関係についても様々な研究

がある(速水･長谷川, 1979;樋口･鎌倉･大塚, 1983;下山, 1985)｡下山は知能と学習

意欲と学業成績との関係を調べ,知能の水準が同じであれば,学習意欲の強弱が,学力を

ある程度,規定するように作用するなどの結果を得ている｡また速水･長谷川(1979)紘

原因帰属のあり方が自己評価を規定し,その自己評価が現実の学業成績の予測要因になる

と考え,中学生を対象にし,帰属困として能力,努力,先生,運,学業科目として数学,
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英語,国語,社会,理科,音楽,体育,美術を選んで,その優説について調べた｡その結

果,因果帰着と自己評価と学業の関係については,努力要因が現実の学業成療を予測する

上で重要であることが指摘された程度で,余り明確な結果は得られなかったoしかしi因

果帰着のあり方は自己評価と学業成績のずれと密接に関連していることが明らかにされ

た｡また樋口ら(1983)は学業達成に関する原田帰属モデルの検証を行った｡彼らのモデ

ルは｢学業達成場面全般における原因帰属様式ほそれらの場面における統制感に影響を与

え,その統制感の程度は学業達成に閑適した行動傾向(自律的行動,協調的行動)に影響

を与え,その行動傾向が学業達成に寄与する+というものである｡そして,原田帰属と統

制感と行動傾向と学業成績との関係をパス解析で分析した｡その結果,原困帰属と統制感

との関係については,正の事態を努力や能力のせいに帰属するはど,統制感が高く評定さ

れ,逆に,負の事態を能力のせいに帰属するほど,統制感が低く評定されていた.また統

制感と自律的行動,並びに自律的行動と学業成績との間にほ,それぞれ有意な正のパスが

存在し,統制感の高さは自律的行動の高さに正の影響を与え,さらに自律的行動は学業成

漬に寄与するということが示唆された｡

以上のように,原因帰属の仕方と学習意欲とはお互いに影響し合うこと,原因帰属は中

間変数(例えば,自己評価,統制感,行動債向など)を介して学業成績を規定すること,

学習意欲と成績について,知能という素質による要因が大きく介入していることなどが明

らかにされてきている｡しかし,原因帰属と学習意欲と学業成績との関係についてはあま

り研究がなされてきていない｡そこで,本研究でほ原因帰属と学習意欲と学業成蹟との間

に次の原因帰属モデルを設定し,その妥当性についても検討する｡それは｢学業達成場面

全般における原因帰属の仕方は,それらの場面における学習意欲に影響を与え,その学習

意欲は学業成績に寄与する+というものである｡

2. 目 的

(1)帰属因と学習意欲困の国子構造を調べ,その結果に基づいて,帰属困と学習意欲

との関係を解明するた■めの尺度を決定するoまた原田帰属と学習意欲について,中国と日

本を比較する｡

(2) (1)で決定した帰属困の尺度と学習意欲の尺度で,中国及び日本の原田帰属と学

習意欲と学業成績との関係を明らかにし,中国と日本との異同を検討する｡

3.
､方

法

(1)被験老: 〔日本〕神奈川県内の公立小学校の5年生117名(男60,女57),

公立中学校の2年生72名(男39,女33),公立高校2年生90名(男43,女47),全部で279

名(男142,女137)｡

〔中国〕江蘇省南京市内の公立小学校5年生87名(男44,女43),公立中学校2年生68

名(男43,女25),公立高校2年生72名(32, 40),全部で227名(男119,女108)｡な

お,中国でほ,各学年とも新学年の学年初めに実施したので,いずれも前学年に相当する

ものと見なした｡
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(2)調査時期:1988年9月-10月｡

(3)調査用紙:学習意欲については,下山らの学習意欲検査用紙(簡易版)を使用し

た(付表1)o中国での学習意欲検査用紙は下山らの検査用紙を中国語を専門とする日本人

の大学教員及び日本語を専門とする中国人の大学教員の検討の上で,中国の実状を参考に

しながら･中国語に翻訳して作成された(付表2)o帰属困調査用紙についてほ, 1988年

5月-7月に中国と日本で行われた自由記述式による帰属困調査の結果(清, 1989)をも
とにして･得られた様々な帰属困の中から,成功の場合に関する帰属困を22個,失敗の場

合に関する帰属因を㍊個選び･調査用紙を日本語で新たに作成した(付表3)｡また中国

語版の帰属田調査用紙については･中国語を専門とする日本人の大学教員及び日本語を専

門とする中国人の大学教員の検討の上で,中国語に翻訳して作成された(付表4)o

(4)手続き‥ 〔日本〕学習意欲と帰属困の調査用紙は,教室で担任教師によって実

施されたo調査用紙の各項目ほ･ ｢とても･よく当てほまる+, ｢どちらかといえば当てはま

る+I ｢どちらかといえば当てほまらない+, ｢全く当てほまらない+の4段階で評定され,

それぞれ, 4, 3, 2, 1の得点が与えられた｡

〔中国〕日本語版を翻訳して作成した学習意欲と帰属因の調査用紙ほ,教室で担任教師

によって実施されたo調査用紙の各項目は･ ｢確実是這様+, ｢大概是這様+, ｢大概不是這
様+I ｢板木不是這様+の4段階で評定され･それぞれ, 4, 3, 2, 1の得点が与えられた｡

(5)分析:学年を込みにした中国と日本のデータを国別に処理した｡各項目間の内部

相関から主因子法により因子を抽出し･ Varimax回転を行った｡また,学習意欲の各因

子と帰属困の各困子の得点について･ファジィ分析を実施した｡さらに学習意欲困と帰属

困と学業成績との関係について,
′{ス解析で分析した.

4･結果と 考察

4. 1原因帰属について

〔中国における帰属困の因子〕

原周帰属調査用紙46項目の評定値に対して･主因子法による因子分析を行った結果,

第8固有値と第9固有値の間に大きなギャップが見られたので8因子を抽出し,､バリマッ

クス回転を行ったo回転後の因子分析の結果を表1に示す.項目の選定に際してほ,因子

負荷量が絶対値o･30以上と項目の内容を基準にしたoこれらの田子の中で;因子1,因

子3･因子4には多くの項目が含まれており･また項目の内容的な面から見ても,因子の

内容が単純ではない等の理由から,この3因子の項目についてはそれぞれもう一度因子分

析を実施し串｡その結果を衰､2,表3,表4に示す.

これらの表から明らかなように･この3因子は,それぞれさらに2因子に分けることが

できるが･蓑2の因子2と蓑4の因子1にははぼ同じ項目が含まれているのでそれらをま

とめて1因子としたo結局,前の畠因子と新たなる5因子を合わせて,全部で1咽子であ

るo各因子の名前ほ次り通りであるo (なお以下の記述では,特別の説明がない限り,悼

属困の各因子ほ･例えば･･ Fl, F5というようにFを用いて表記することにする｡)
Fl :失敗に関するやる気の不足傾目23,24,25,26,31,33,弘35,37)
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I負荷量i項目項目 負荷量 負荷量l項目負荷量l項目l負荷量i項目
(国

1

3

7

ll

23

24

25

26

31

33

34

35

37

子1)

-0.519

-0.
455

-0. 485

-0. 405

0. 645

0. 642

0. 615

0. 636

0, 608

0. 603

0. 479

0. 389

0. 494

(困

27

28

29

30

(田

35

36

37

38

39

40

41

子2)

･0.
433

0. 578

0. 337

0. 489

子3)

0. 426

0.512

0. 378

0.,376

0. 598

0. 614

0. 522

42

43

(困

1

3

4

5

6

7

8

9

ll

13

0. 410

0. 616

子4

-0

-0

-0

-0

-0

-0

-0

-0

-0

-0

451

425

598

583

436

361

467

499

321

500

(国

17

19

44

46

(困

12

20

21

子5)

-0. 699

-0. 664

0. 594

0. 382

子6)

0. 409

0. 603

0. 740

(困

14

15

16

18

(困

2

16

22

子7)

-0.514

-0.601

-0. 365

-0. 557

子8)

0. 467

0. 473

0. 402

表2 因子1の田子分析

項目l負荷量E項目
負荷量

(困

23

24

25

26

31

33

34

子1)

0. 586

0. 578

0. 667

0. 623

0. 509

0. 583

0. 605

35

37

(田

1

3

7

ll

0. 609

0. 524

子2)

0. 740

0. 624

8. 625

0. 427

表3 国子3の国子分析

那l負荷量l項目
負荷童

(困

36

39

40′

43

子1)

0. 386

0. 495

0. 781

0. 576

(困

35

37

38

42

子2)

0. 523

0. 589

0. 288

0. 520

表4 因子4の因子分析

那I負荷量I項目
負荷量

(国

1

3

7

ll

13

子1)

0. 700

0. 614

0. 701

0. 405

0. 547

(困

4

5

6

8

9

子2)

0. 526

0. 709

0. 418

0. 386

0. 465

F2:失敗に関する能力の不足(項目27,

28, 29, 30)

F3:失敗に関する安定でなくかつ統制で

きない要田(項目36,39,40,43)

F4:失敗に関する努力の不足(項目35,

37, 38, 41, 42)

F5:成功に関するやる気(項目1,3,7,

ll, 13)

F6:成功に関する能力(項目4,与,6,8,

9)

F7:学校教育に関する要因(項目17,19,44,46)

F8 :成功に関する学校以外の教育の要因(項目12,20,21)

F9 :成功に関する安定でなくかつ統制できない要因(項目14,15,16,18)

Flo :成功に関する好みの要因(項目2,16,22)
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これらの因子から明らかなように･各種の帰属困ほ大体において,成功の場合と失敗の

場合に分けられる｡

〔日本における帰属困の因子〕

中国と同様,日本における原困帰属調査用紙46項目の評定値に対して,主因子法によ

る因子分析を行った結果,第9固有値と第10固有値の間に大きなギャップが見られたの

で9田子を抽出し･バリマックス回転を行ったo回転後の因子分析の結果を表5に示す｡

項目の選定に際してほ･因子負荷量が絶対値0･30以上と項目の内容を基準にした｡これ

らの因子の中で,因子1は項目数が多く･因子の内容が単純でほないので,この因子だけ

で因子分析を実施したo結果ほ表6のように二つの因子に分けられた｡しかし,これらの

因子の中で･表5の困子9が表6の因子1と類似しているため,それらをまとめて1因子

としたので,結局,全部で9因子である｡

表5 日本における帰属困の因子分析

】項目1 i那 量I那l負荷量
項目l負荷量

負荷量l那 負荷量 負荷

(困

23

24

25

26

27

28

29

30

31

33

34

38

39

子1)

0. 685

0. 489

0.611

0. 566

0. 528

0. 584

0. 478

0. 662

0. 578

0. 636

0. 711

0. 691

0. 361

42

(困

36

39

40

43

(困

1

2

3

7

8

0. 385

子2)

0. 551

0. 463

0. 589

0. 501

子3)

0. 696

0. 513

0. 684

0. 419

0. 394

10

13

(困

4

5

9

22

(困

16

17

19

22

0. 720

0. 687

子4)

0. 584

0. 593

0. 592

0. 589

子5)

0. 564

0. 803

0. 753

0. 582

44

46

(困

12

20

21

(困

14

18

-0. 460

-0. 437

子6)

0. 396

0. 608

0. 561

子7)

0. 356

0. 401

(困

41

45

46

(因

24

31

44

子8)

0. 366

0. 497

0. 355

子9)

0. 487

0. 355

0. 399

各因子の名前は次の通りである｡ (なお,以下

の記述では,特別の説明がない限り,帰属因子の

各因子は,例えば, Fl, F5というようにFを
用いて表記することにする)0

Fl:失敗に関するやる気の不足(項目23, 24,

25, 26, 30, 31, 33,′34,38)

F2:失敗に関する能力の不足(項目27,28,29,

39, 42)

F3:成功に関するやる気傾目1,2,3,7,8,10,

13)

F4:学校教育に関する要因(項目16, 17, 19,

表6 因子1の国子分析

項目J負荷量l項目J負荷量

(困

23

24

25

26

30

7{ー51

33

子1)

0. 604

0. 576

0.511

0. 499

0. 523

0. 682

0. 486

38

(困

27

28

29

39

42

0. 573

子2)

0. 593

0. 425

0. 568

0. 508

0. 467
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22,44,46)

F5:成功に関する能力(項目4,5,9)

F6:失敗虹関する安定でなく戸ゝつ統制できない要因(項目36,39,40,43)≡

F7:成功に関する学校以外の教育の要因(項目12,20,21)

F8:失敗に関する他人の要因(項目41,45,46)

F9:成功に関する安定でなくかつ統制できない要因‾(項目14,18)

これらの因子から明らかなように,中国の場合と同じく,日本においても各種の帰属因

は大体において成功の場合と失敗の場合に分けられる｡

〔中国と日本の帰属困の田子の比較〕

まず,中国でも日本でも,帰属因ほ学校教育に関する要田をのぞ桝ゴ,大体において,

成功に関する帰属困と失敗に関する帰属困に分けられることが明らかにされた｡例えば,

同じ能力でも,成功を能力があることに帰属する場合と失敗を能力がないことに帰属する

場合の二つに分けられた｡つまり,帰属困を考える際に,単に能力や努力だけでは不十分

で,成功と失敗の場合に分叶て帰属困を考えなければならないo

学校教育に関する要因については,中国も日本も,成功の時先生のせいだという項目

と,失敗の時先生のせいだという項目が同一田子に含まれている｡この因子に含まれる各

境目の平均点から考えると,中国も日本も成功の時にほ先生のせいだと思うが,失敗の時

にほ先生のせいでほないと思う傾向があるのではないかと思われる｡ちなみに,中国の場

令,項目番号17, 19, 44, 46の平均得点ほそれぞれ3.67, 3.35, 1.61, 1.70であり,

日本の場合,項目番号16, 17, 19, 22, 44, 46′の平均得点ほそれぞれ2.90, 2.83, 2.88,

2.38, 2.19, 2.11であった｡

次に,中国と日本とでほ,以下の点で帰属田の因子の違いが認められる.

(1)失敗に関するやる気のなさの因子について

中国では,失敗をやる気がなかったせいにする因子と失敗を努力しなかったせいにする

因子の二つに分けられたのに対して,日本では,この二つが一つの国子になった｡

(2)成功に関する好みの因子ほ中国被験老の結果からは得られたが,日本でほ,独立

の因子として抽出されなかった｡

(3)失敗に関する他人の因子は,日本の被験者の結果からほ得られたが,中国では,

得られなかった｡

これらの結果から,まず中国でも日本でも,全体的軒こ非常に類似した帰属困の田子が得

られていることが分かる｡これは学業達成場面での原田帰属の仕方が中国と日本で同様で

あることを示していて,非常に興味深い｡しかし,細かくみてみると,例えば中国のF7

と日本のF4のように同じ田子でも,必ずしも同じ項目を含んでいるわけではないし,普

た同じ質問が必ずしも同じ意味で理解されているとほ限らない傾向も窺える｡

4. 2 学習意欲について

〔中国における学習意欲の因子〕

帰属困の場合と同じように,中国における学習意欲検査用紙40項目の評定値に対して

主因子法による因子分析を行った結果,第6固有値と第7固有値の間に大きなギャップが
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表7 中国における学習意欲の因子分析

項 目 負荷量1項 目 負荷量l項 目
負荷量7項目 負荷量

(困

1

2

3

4

5

6

8

9

10

ll

子1)

-0. 530

-0. 573

-0. 465

-0. 388

-0. 306

-0. 429

-0. 455

-0. 398

-0. 548

-0. 436

7

12

13

14

15

16

20

(困 子2)

0. 340

0. 461

0. 568

0. 642

0. 571

0. 560

0. 581

(困

17

18

19

子3)

-0.413

-0. 604

-0. 490

(困

(困

25

21

22

23

26

27

28

29

30

-0. 445

子4)

0.411

0. 538

0. 356

子5)

0. 478

0. 680

0. 659

0. 471

0. 461

(困

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

子6)

0.415

0. 338

0. 515

0.514

0. 460

0. 553

0. 600

0.510

0. 568

0. 460

認められたので6因子を抽出し,バリマックス回転を行った｡回転後の因子分析の結果を

表7に示すo項目の選定に際してほ,因子負荷量が絶対値0.30以上と項目の内容を基準

にしたoこれらの因子の中で,特に困子1と因子6に含まれた項目が多く,因子の内容が

単純でほないので,因子1と国子6の項目だ仇それぞれ因子分析をもう一度行ったoそ

の結果,これらの因子ほ表8･表9に示すように,それぞれさらに2因子に分けられた｡

表8の国子1ほ自主的学習の態度,衰8の因子

2は達成志向を表すと考えられる｡中国で項目11

が自主的学習態度に含まれているのは,中国の被

験老ほ｢いろいろなことで勉強を中断されてもあ

とで勉強しつづける+という頭目11の内容を自主

的学習として受け止めているためであると考えら

れる｡また,表9の田子1は下山らの持続性の欠

如の因子,国子2は価値観の欠如の因子に相当す

る｡

表7の国子1と因子6を除くはかの因子につい

てほ次のように解釈できよう｡

因子2ほ7項目を含んでおり,自信を表す因子

であると思われる｡この田子は項目16, 20を除

桝ゴ,下山らの責任感の因子に相当する.しか

し,中国の被験者にとってほ,責任感よりも,自

信という方がもっと適切であると思われる｡とい

うのは,項目16, 20は先生から用事を顔まれた

いという内容であるから,それに対する肯定的な

表8 国子1の因子分析

那J負荷量l那f負荷量
(困

1

2

3

4

5

子1)

0. 408

0.519

0.511

0. 524

0. 449

ll

(困

6

8

9

10

0. 560

子2)

0. 366

0. 540

0. 329

0. 787

表9 因子6の因子分析

那1負荷量f項叫負荷量
(困

31

32

33

34

35

子1)

0. 569

0. 572

0.′439

0. 367

0. 443

(困

36

37

38

39

40

子2)

0. 593

0. 592

0. 390

0. 593

0. 478
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応答ほ自信を表すと考えられるからである｡そのように考えると,項目12, 13, 14, 15

は,ほかにすることがいくらあっても,自分がやるべきことができるという意味で自信を

表すと解釈できよう｡

因子3は主に,下山らの従順性という因子に含まれる項目を多く含んでいるが,中国の

被験者にとっては,従順性よりも依存的向上心と解釈する方が適切であると思われる｡そ

の理由は項目17, 18, 19の平均得点をみるとそれぞれ3.19, 2.63, 2.85であり,中国

の被験老はこれらの項目で表現されている通り,自分の能力を高めたり,知識を豊かにす

るために,常に教師,父母などに依存して,助言･援助を素直に受け入れる債向を示して

いるが,項目25の平均得点は1.73であり, ｢自分で計画を立てて勉強する+ことに対し

ては当てはまらないという結果を示しているからである｡即ち,先生等他者に依存して自

ら向上させているが,いったん,他者からの助言･援助がなければ,自らの学習ができな

くなるという意味で,従順性よりも,依存的向上心と解釈するほうがより適切であると考

えられる｡

田子4は自己評価の因子,国子5は失敗回避の困子であると考えられる｡

以上のように全部で8国子が求められた.各国子の名前ほ次の通りである.I (なお,以

下の記述では,特別の説明がない限り,r帰属困の各因子は,例えばHl, H5というよう

にHを用いて表･記することにする.

Ⅲ1:自主的学習の態度

(1,2,3,4,5,ll)

H3:自信

(7,12, 13, 14, 15, 16, 20)

H5:自己評価

(21,22, 23)

H7:持続性の欠如

(31,32, 33, 34, 35)

H2:達成志向

(6,8, 9, 10)

H4:依存的向上心

(17,18, 19, 25)

H6:失敗回避の態度

(26,27, 28, 29, 30)

H8:価値観の欠如

(36,37, 38, 39, 40)

〔日本における学習意欲の因子〕

中国と同様,日本にお汁る下山らの学習意欲検査用紙40項目の評定値に対して,主因子

法による因子分析を行った結果,第9固有値と第10固有値の間に大きなギャップが見ら

れたので9田子を抽出し,パリマッ.クス回転を行った｡回転後の因子分析の結果を表10

ケこ示す.項目の選定に際しては,国子負荷量が絶対値0.30以上と項目の内容を基準にし

た｡その結果,表10に示すように本研究での結果は,下山らの結果とはぼ同じであるこ

とがわかった｡違う点は下山らの困子分析の結果では8国子が抽出されたのに対し,本研

究では9因子が抽出されキことである.即ち,下山らの第3因子の｢責任感+が本研究で

は責任感と意志力という二つの田子に分けられた｡表10の項目13と項目14に負荷の高い

田子4は割り当てられた仕事を自分がきちんとやらなければならないという責任感を表

し,また項目12と項目15に負荷の高い田子3はどんなことをしても自分自身の仕事を済ま

せるという意志力を表すと解釈できよう｡

また,自主的学習の態度について,下山らの項目に項目7と項目25が付け加えられた｡
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麦10 日本における学習意欲の因子分析

項目l負荷量 項目

負荷量1那 負荷量1那Z負荷量事項目負荷量

(困

1

2

3

4

5

7

25

(困

6

8

子1)

0. 529

0. 543

0. 652

0. 590

0. 538

0. 475

0. 411

子2)

0. 644

0. 561

9

10

ll

24

(田

12

15

(困

13

14

0. 550

0. 723

0. 452

0. 336

子3)

-0. 684

-0. 681

子4)

0. 671

0. 633

20

(困

16

17

18

19

20

(困

22

23

0. 371

子5)
0. 653

0. 554

0. 507

0. 635

0. 585

子6)

-
0.348

0. 392

24

(困

26

27

28

29

30

(田

31

32

0.459

子7)

-0. 653

-0. 710

-0. 672

-0.333

-0.
390

子8)

0. 537

0.611

33

34

35

(困

36

37

38

39

40

0. 668

0. 605

0. 637

子9)

0. 549

0. 659

0. 627

0. 350

0. 400

自分で目標を立てて勉強するという項目25の内容は項目4と非常に類似しており,自主

的学習の態度の国子に含まれるのほ当然であると思われるo さらに項目7は,嫌いな勉強

を必要に応じて自ら勉強できるという意味で,自主的学習の態度の因子に含まれると考え

られる｡

以上をまとめると各因子の名前は次の通りである｡ (なお,以下の記述では,特別の説

明がない限り,帰属困の各因子ほ,例えばHl, H5というようにEを用いて表記するこ

とにする)0

Hl:自主的学習の態度

(項目1,2,3,4,5,7,25)

H3:意志カ

(項目12,15)

H5:従順性

(項目16, 17, 18, 19,20)

E7:失敗回避の態度

(26,27, 28, 29, 30)

H9:価値観の欠如

(項目36,37,38,39,40)

〔中国と日本の学習意欲の因子の比較〕

H2:達成志向

(項目6,8,9,10,ll,24)

H4:責任感

(項目13,14,20)

E6:.自己評価

(項目22,23,24)

E8:持続性の欠如

(項目31,32, 33,34,35)

中国と日本の学習意欲の因子の内容は大体同じである｡つまり,自主的学習の態度,逮

成志向,自己評価,失敗回避の態度,持続性の欠如,価値観の欠如という6因子は同じで

あり,特に自己評価,失敗回避の態度,持続性の欠如,価値観の欠如という因子は項目ま

で同じである｡これによって,下山らの学習意欲の検査用紙の妥当性が高いことが示され

たといえよう｡

異なるところは中国でほ自信と依存的向上心という因子が得られ,日本では責任感,意
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意力,従順性という国子が得られた点である｡中国の依存的向上心の項目は日本の従順性

の国子の項目と托ぼ同じであるが,同じ項目でも,中国と日本で違った意味をもってシ,る

と思われる｡中国で依存的向上心という国子が得られた理由として,次のようなことが考

えられる｡中国でほ高校までの教育ほ全部学校に任せ,塾など学校以外の教育施設ほ余り

ない｡教師ほ生徒にとって,親より権威を持っている人であり,教師の言ったことほほぼ

全部正しいと生徒ほ思う｡また,学校での勉強だけではなくて,宿題や課外読物などから

校外学習計画まで,学校の教師にやってもらう｡教師がやってくれなければ,生徒ほやる

ことが余りうまくできない｡このようなことが高校まで続く｡従って,大学に入った新入

生にとって,教師からはなれて自分で勉強計画を立てて自ら勉強することはなかなか難し

い｡項目25の平均得点が1.73と低いのほそのような意味であると思われる｡これに対し

て日本での従順性の因子は｢学習を進める上や,あるいほ学力向上のために,有効な他

者,例えば,教師･父母などから助言･援助を素直に受け入れること+ (下山ら1982)を

意味しており,中国の依存的向上心との違いが明かである｡

また,前に述べたように中国での自信の因子と日本での責任感因子,意志カ国子とは大

体同じ項目を含んでいるが,自信の因子は他の項目をも含んでいるので,責任感因子･意

志カ国子とほっきり区別された｡

〔中国と日本の学習意欲の因子の分額について〕

下山らは彼らが得た8因子に対してクラスター分析を行った結果,二つのクラスターを

得ている｡それは学習意欲における達成行動を促進する正傾向(Positive傾向)を表す5

因子(自主的学習態度･達成志向･責任感･従順性･自己評価)と達成行動を抑制する負

債向(Negative慣向)を表す3因子(失敗回避傾向･持続性の欠如･学習価値観の欠如)

である｡そこで本研究でほ,このような分類の妥当性を検証するために,今回得られた中

国の8田子と日本の9因子について,それぞれファジィ分析(楼世博, 1983;寺野寿郎,

1987)を行った｡その結果は表11-表14の通りである｡

蓑11中国の学習意欲困の相関行列(H 1-,H8の僻に配列)

1. 000 0. 542 0. 491

0. 542 1. 000 0. 314

0. 491 0. 314 1. 000

0. 378 0. 203 0 ●410

0. 257 0. 334 0. 252

-
. 230

1
. 170 -
. 096

-
. 465

-
. 369 -. 257

-
. 380 -
. 194 -

. 394

0. 378 0. 257

0. 203 0. 334

0. 410 0. 252

1. 000 0. 309

0. 309 1. 000

-
. 014 -
. 032

-
. 284

-
. 165

-
. 354

-
. 148

-
. 230

-
. 465 -
. 380

-
. 170 ∴ 369 -.､194

-
. o96 -
. 257

-
. 394

-
. o14 -
. 284 -
. 354

-
.

032

-
. 165 -
. 148

1. 000 0. 407 0. 278

0. 407 1. 000 0. 590

0. 278 0. 590 1.000

表11,表12はそれぞれ中国と日本の相関行列であり,表13,表14はそれぞれ因子の

塀似関係の行列である.表15から中国の8因子ほ2種額に分類できることが分かるo

即ち,自主的学習の態度,達成志向,依存的向上心,自信,自己評価のグループと失敗回

避の態度,持続性の欠如,価値観の欠如のグループである(α-0･3)｡また表16から日本

の9田子も二種類に分類できることが分かる｡即ち,自主的学習の態度,達成志向,従慣
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表12 日本の学習意欲国の相関行列(I 1-H9の順に配列)

1. 000 0. 357 0. 494

0. 357 1. 000 0. 356

0. 494 0. 356 1. 000

0. 250 0. 369 0. 161

0. 331 0. 441 0. 296

0. 203 0. 180 0. 194

0. 097 -
. 042 -
. 002

-
. 060 -
. 206 -
. 069

-
. 274 -
. 287 1
. 153

0. 250 0. 331 0. 203

0. 369 0. 441 0. 180

0. 161 0. 296 0. 194

1.000 0. 453 0. 361

0. 453 1. 000 0. 499

0. 361 0. 499 1. 000

0. 030 -
. 051 0. 087

-
.

343 1
. 224 0. 008

I
. 296 -
. 328 1
. 143

0. 097 -
. 060 -
.

274

-
. 042 -
. 206 -
. 287

-
. 002 -
.

069 -
. 153

0. 030 -
.

343 -
. 296

-
. 051 -
. 224 -
. 328

0. 087 0. 008 -
. 143

1.000 0. 349 0. 264

0. 349 1.000 0. 430

0. 264 0. 430 1. 000

表13 中国の学習意欲困の類似関係(E l→H8の順)

1. 000 0. 542 0. 491

0. 542 1. 000 0. 491

0. 491 0. 491 1. 000

0. 410 0. 410 0. 410

0. 334 0. 334 0. 334

0. 000 0. 000 0. 000

0. 000 0. 000 0. 000

0. 000 0. 000 0. 000

0. 410 0. 334 0. 000

0. 410 0. 334 0. 000

0. 410 0. 334 0. 000

1. 000 0. 334 0. 000

0. 334 1.000 0. 000

0. 000 0. 000 1. 000

0.000 0.000
- 0.407

0. 000 0. 000

0. 000 0. 000

0. 000 0. 000

0. 000 0. 000

0. 000 0. 000

0. 407 0. 407

1. 000 0. 590

0. 000 0. 000 0. 407 0. 590 1. 000

衰14 日本の学習意欲国の類似閑嘩(H 1-H9の順)

1. 000 0. 357

0. 357 1. 000

0. 494 0. 357

0. 357 0. 441

0. 357 0. 441

0. 357 0. 441

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097

0. 494 0. 357

0. 357 0. 441

1. 000 0. 357

0. 357 1.000

0. 357 0. 453

0. 357 0. 453

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097

0. 357 0. 357

0. 441 0. 441

0. 357 0. 357

0. 453 0. 453

1. 000 0. 499

0. 499 1. 000

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097

0. 097 0. 097 0. 097

0･ 097 0･ 097 0･ 09ア
0. 097 0. 097 0. 097

0. 097 0. 097 0. 097

0. 097 0. 097 0. 097

0. 097 0. 097 0. 097

1. 000 0. 349 0. 349

0. 349 1.000 0. 430

0. 349 0. 430 1. 000

表15 中国の学習意欲国の分類(Hl-H8の慣)

I. 000 1. 000

1.000 1.000

1.000 1.000

1.000 1. 000

1.000 1.000

0. 000 0. 000

0.000
-

0.000

0. 000 0. 000

α-0.3

1. 000 1. 000 1.000 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 1. 000 圭こ-や00 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 1. 000
､
1. 000

1. 000 1. 000 1. 000

1. 000 1. 000 1.000

0. 000 0. 000 0. 000

0. 000 0. 000 0. COO

0.000
.

0.000 0.000

0. 000､ 0. 000 0. 000

0. 000 0. 000 0. 000

0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 1. 000 1. 000

1. 000 1. 000 1.000

1. 000 1. 090 1. 000
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表16 日本の学習意欲困の分類(El-E9の塀)

163

1. 000 1. 000

1. 000 1. 000

1. 000 1. 000

1. 000 1. 000

α-0.3

1. 000

1. 000

1. 000

1. 000

1. 000 1.000 1. 000

1. 000 1.000 1. 000

0. 000 0. 000 0. 000

0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 1. 000

1. 000 1. 000

1. 000 1. 000

i. 000 1. 000

1. 000 1. 000

1. 000 1. 000

0. 000 0. 000

0. 000 0. 000

1. 000 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 0. 000 0. 000 0. 000

1. 000 0. 000 0･ 000 0･ 090
o. ooo 1. 000 1. 000 1. 000

o. ooo 1.000 1. 000 1. 000

o. ooo o. ooo o. ooo o. ooo o. ooo o･･ooo 1･ 000 1･ 000 1･ 000

性,意志九責任感,自己評価のグループと失敗回避,持続性の欠如,価値観の欠如のグ

ループである｡ (α-0.3)

このように,これらの学習意欲国子ほ中国でも日本でも大きく二種類に分けることがで

きる｡一つは学習活動を高める積極的側面であり,もう一つほ,各因子が大体積極的側面

の下位田子とマイナスの相関であることから,学習活動を阻害する消極的あるいほ抑制的

側面を意味していると考えられる｡これは,下山らのクラスタ-分析による研究結果と同

じである｡これによって,下山らが学習意欲ほP (positive)傾向とN (negative)傾向

に分けられるとしていることの妥当性が再度確認されたといえよう｡従って,下山らのP

傾向とN傾向という名前をそのまま用い,前者を学習意欲におけるP傾向,後者を学習意

欲におけるN傾向を表すものとする｡

4. 3 学習意欲と帰属因と学力との関係について

〔帰属困と学習意欲との関係〕

原因帰属の仕方と動磯づけとが深く関連していることは,多くの研究者が指摘してい

る｡特に,自己の成功･失敗の原田帰属の仕方によって,自己の意欲の制御を自分のもと

右こおくか,他人に委ねてしまうかという相違を生む点が重要であると考えられるoそとで

本研究では,帰属困と学習意欲の関係をファジィ分析によって調べた｡その結果ほ表17

-表22の通りである｡

表17,表18は,中国と日本それぞれの帰属田と学習意欲についての因子得点間の相関

行列である｡ (なお本研究では帰属困と学習意欲因の各因子の因子得点として,各因子に

含めた項目の得点の合計点を用いた｡)表19,表20は,それぞれの類似関係の行列であ

る｡

表21によれば,中国の帰属因と学習意欲困の分撰ほ以下の通りである.一つは,帰属

困の方でほ失敗に関するやる気のなさ,失敗に関する能力の不足,失敗に関する安定でな

くかつ統制できない要因,失敗に関する努力の不足の要因,学習意欲田の方では消極的要

因というグループである.二つ目は,帰属困の方では成功に関するやる気,成功に関する

能九学校教育に関する要因,成功に関する学校教育以外の要田,学習意欲の方でほ積極

的要因というグループである.三つ目ほ帰属因だけのグループで,成功に関する安定でな

くかつ統制できない要因と成功に関する好みの要田が含まれている(α-0･3)｡
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また表22によれば,日本の帰属困と学習意欲困の分寮は以下の通りである.一つほ,

帰属困の方では失敗に関するやる気のなさ,失敗軒こ関する能力の不足,失敗に関する安定

でなくかつ統制できない要因,失政に関する他人の要因,学習意欲の方でほ消極的要因と

いうグループである.二つ目ほ,帰属困の方でほ成功に関するやる気,成功に関する能

力,学校教育に関する要困,成功に関する安定でなくかつ統制できない要因,成功に関す

る学校教育以外の要因,学習意欲の方では積極的要因というグループである(α-0.2).

以上の結果から,中国でも日本でも,成功に関する帰属困と積極的意欲困とが結びつき,

失敗に関する帰属困と消極的意欲困とが結びついているということが明らかにされた｡

なお中国での三つ目のグループは, α-0.25のレベルでは前述の二つ日のグループに所

属したことから,学習意欲困の消極的要田に近いグループといえる｡これは,成功を安定

でなくかつ統制できない要因に帰属するとすれば,学習意欲を高めるためにはよい影響を

与えないという意味で,学習意欲の消極的な側面に関連するのであろう｡

〔バス解析による帰属困と学習意欲田と学力との関係の分析〕
L

以上のように,帰属困ほ学習意欲困と深い関係を持っているo また,お互いに影響しあ

っている｡つまり,出来事の結果の帰属の仕方は将来のことについての意欲に影響を及ぼ

し,逆に学習意欲も原因帰属のしかたに影響を及ぼす｡そこで本研究では｢学業達成場面

全般における原因帰属の仕方は,それらの場面における学習意欲に影響を与え,その学習

意欲ほ学業成積に寄与する｡+というモデルを設定してこのモデルの妥当性を検討してい

く｡

表23 パス解析の結果(中国)

パス係数

P債向 N傾向 学業成績

FI

F2

F3

F4

F5

F6

F7

女8

F9

Flo

P

N

-0. 243* 0. 182* -0. 064

0. 041 0. 011 -0. 050

0. 021 0. 193* 0. 081

-0. 087 0. 062 -0. 205*

0. 361*
-0. 092 0. 040

0. 165* -0. 226* 0. 140

0. 126串 -0. 191*

0. 149* -0. 029

0. 015 0. 088

0. 050 0. 014

-0. 160*

-0. 293*

-0. 088

-0. 078

0. 205*

0. 018

T 0. 741* 0. 657* 0. 558串

注: Pは学習意欲のP懐向｡

Nは学習意欲のN儀向.
Tは重相関係数である｡ *旺Pとo.o5

表24 パス解析の結果(日本)

パス係数

P傾向 N傾向 学業成績

FI

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

P

N

-0. 236* 0. 185* 0. 245*

⊥0. 150 0. 249* -0. 067

0. 254* -0. 020 -0. 125

0. 172* -0. 141*

-0. 022 0. 040

0. 170* 0. 026

0. 021 0. 026

-0. 065 0. 134*

-0. 062 0. 064

-0. 142*､

0. 167*

-0. 081

-0. 092

-0. 097

0. 040

0. 274*

-0.
102

T 0. 456* 0. 523* 0. 413*

注: Pは学習意欲のP債向｡

Nは学習意欲のN僚向o

Tは重相関係数である｡ *はP<0.05
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ここで扱った要因は以下の通りであるoまず帰属困は4.1節で説明した中国の10因子,

日本の9因子である｡学習意欲ほ4.2節で述べた横瞳的な要因(P債向)と消極的な要因

(N債向)である｡また学力の測度としては,算数(数学)と国語の成積の平均を用いた｡

本研究で設定したモデルに対応させ,まず,学習意欲のP懐向とN傾向は,それぞれ

10個の帰属因(中国)と9個の帰属因(日本)を説明変数とし,次に,学業成横は,帰属

困と学習意欲のP傾向,またほ帰属困とN傾向を説明変数として,バス解析を行った｡表

23ほ中国についてのパス解析の結果であり,表24は日本についてのパス解析の結果であ

る｡図1 (中国)と図2 (日本)ほ学習意欲のP偵向を用いた場合のパス解析の結果,パ

ス係数(標準偏回帰係数)が5%水準で有意紅なったパスを取り上げ,作成したダイアグ

ラムである｡

F5

FI

F8

F6

F7

P傾向

防

F4

学業成績

国1帰属困モデルのパス･ダイアグラム(中国)

(P<0.05で有意なパスを図示した)

FI

F6

F3

F4

0

旦呈王吐__斗P

Q

F5

学業成績

図2 帰属国モデルのパス･ダイアグラム(日本)

(p<o.o5で有意なパスを図示した)

表23,表24で示したように,パス解析の結果,中国でも日本でも,全ての重相LBg係数

Qま5%水準で有意であった.帰属困から学習意欲のN傾向への, N傾向から成横への連続

パスほ認められなかった｡またN傾向と学業成績の間にはパスが認められなかった｡これ

は林ら(1984)の｢N傾向は学習成績を直接に規定しない+という結果と同様である.

次に中国と日本について,それぞれパス係数が有意になったパスを調べる◎

中国では,帰属困とP傾向の間で,成功に関するやる気,成功に関する能力,学校教育

に関する要因,成功に関する学校以外の要因が正のパス係数(それぞれ0.361, 0.165,

0.126, 0.149,いずれも P<0.05)を示した(以下,正のパスと呼ぶ)｡また,失敗に関

するやる気のない要因が負の+ミス係数(-0.243, P<0.05)を示した(以下,負のパスと

呼ぶ2｡学業成績についてほ,帰属困からの直接の負のパスが認められた｡それは失敗に

関する努力の不足の要因,学校教育に関する要因,成功に関する学校以外の要因(それぞ

れ-0.205, -0.160, -0.293,いずれも P<0.05)であるo また,学習意欲のP債向との間

に正のパス(0.205, P<0.05)が認められた｡

日本では,帰属困とP僚向の間で,成功に関するやる気,学校教育に関する要因,失敗

に関する安定でなくかつ統制できない要因が正のパス(それぞれ0.254, 0.172, 0.170,
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いずれもP<0.05)を示し,失敗に関するやる気のない要因が負のパス(-0･236, P<0･05)

を示した｡学業成績については,帰属困からの直接の正のパスが認められた｡それほト成

功に関する能力の要因,失敗に関するやる気のない要因(それぞれ0･167, 0･245,いずれ′

も P<0.05)である｡また学習意欲のP偏向との間に正のパス(0.274, P<0.05)が認

められた｡

以上のように中国でも日本でも,帰属困は学習意欲のP傾向を規定し, P傾向は学業成

績を規定するという有意なパスが認められた｡もっと詳しくみると,中国と日本と共通し

ていることは,失敗に関するやる気の不足の要因とP傾向とに負のパス,成功に関するや

る気の要因,学校教育に関する要因とP傾向との間に正のパスが認められたことであるo

次に,中国と日本との違いは,まず中国で学校教育に関する要因と成功に関する学校以外

の教育要卸こついて, P偉向と学業成続の両方と直接のパスが認められたことである(P

傾向とは正のパス,学業成蹟とほ負の′ミス)o iつまり,学校教育に関する要因,成功に関

する学校以外の教育要因という外的な要因は生徒の学習意欲を高めるために役割を果たし

ており,高められた学習意欲は学業成績に促進作用があるけれども,これらの外的な要田

はもし生徒の学習意欲を喚起しない場合には,学業成績に対して負の作用をするといった

解釈もできよう｡その他の相違点として,成功に関する能力の要因は中国でほP債向と正

の′<スがあるけれども,日本でほP傾向と正のパスがなく学業成績と正のパスがある.こ

のことから中国の場合,成功を能力のせいに帰属すればするほど学習意欲が高くなって,

学業成績が益々高くなる傾向があるといえよう｡これほ,原田帰属の仕方は動機づけに影

響を及ぼし,さらに達成行動に影響を与えるというWeinerの達成領域の帰属理論と一致

している｡これに対して日本の場合にほ原田帰属の仕方が達成行動に直接影響する備向が

みられる｡また学習意欲のN傾向については中国でも日本でも学業成績との直接のパスが

認められなかった｡これに関して林(1984)ほ学習意欲と学力･知能との関係を調べ,学

習意欲のN傾向は学力より知能の方を強く規定するとし, N傾向は知能を介して間接的に

学力を規定することを指摘したo本研究の結果もN傾向が学力を直接規定しないという点

では林の結果と同様であるといえる｡

5. まとめと今後の展望

本研究の第1の目的は,学業達成場面における原田帰属と学習意欲の田子構造を調べ,

原因帰属の尺度と学習意欲の尺度を決定し,中国と日本を比較することセあるoその結

果,帰属困については,中国の場合10因子,日本の場合9国子,また学習意欲について

紘,中国の場合8因子,日本の場合9因子を決定した｡

これらの因子の意味･内容を比較した結果,原因帰属の因子は中国と日本とで,非常に

類似していることが明らかにされた｡また,中国でも日本でも,各種の帰属困は,樋pら

(1983)の結果と同様,大体において,成功に関する帰属困と失敗に関する帰属困に分類

できることが明らかにされた.次に,学習意欲の因子も中国と日本で大体同じで,いずれ

も,下山らの得た因子とほぼ同じ因子が得られた｡また,学習意欲の国子について,ファ

ジィ分析を行った結果,これらの因子を積極的意欲困と消極的意欲困のグループに分ける
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ことができたoこれは下山らの得た結果と同様で,下山らの学習意欲検査ほ日本人だけで

はなくて,中国人でも適用できるということが示唆された｡

'以上の帰属困の尺度と学習意欲の尺度を用いて,帰属困と学習意欲との関係を調べ,原

因帰属と学習意欲と学業成績に関するモデルを設定してその妥当性を検討した｡

その結果･成功に関する帰属困と学習意欲の積極的要因,失敗に関する帰属因と学習意

欲の消極的要田が密接に関連していることが明らかにされた｡また,原因帰属と学習意欲

と学業成蹟に関するモデルについてほ,パス解析を用いて検討した結果, ｢学業達成場面

全般における原困帰属の仕方ほ･それらの場面における積極的な学習意欲に影響を与え,

その学習意欲は学業成庶に寄与する+というモデルの妥当性が示唆された｡しかし,原因

帰属と消極的な学習意欲と学業成績との関連は認められなかった｡

なお･今回の研究でほ;ヰ国と日本を全体的に比較するために学年を込みにしてデータ

処理を行い･各学年の発達差に関してほ,特に考慮しなかったoしかし発達差がデータの

大きな変動要因になることも充分考えられるので,今後発達段階別の分析も行う必要があ

るoまた原因帰属と学習意欲の関係について,原因帰属を本研究で得られた尺度に基づい

て類型化し,各類型の学習意欲の特徴を検討したり,あるいほ学習意欲を類型化して,令

類型の原因帰属の特徴を調べるといった研究も必要である｡これらは今後の課題である｡

〔付記)本研究ほ1988年度の横浜国立大学大学院教育学研究科における清益平の修士

論文(指導教官 塗師斌)の一部に加筆したものである｡
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